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談話室

　
「
和
製
英
語
」
な
ら
ぬ
「
独
製
英
語
」
を
意
味
す
る D

englisch 

は
、「
ド
イ
ツ
語
」
の D

eutsch 

と
「
英
語
」
の Englisch 

の
一
部
が

結
合
し
て
作
ら
れ
た
混
成
語
で
あ
る
。ド
イ
ツ
語
に
流
入
し
た
英
語
の
多
さ
を
揶
揄
し
、母
語
を
保
護
育
成
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
語
の
混
成
語
は
文
法
体
系
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
例
え
ば
英
語
の
動
詞 test 

か
ら
ド
イ
ツ
語
の testen 

や
過
去
分
詞 getestet 

が

派
生
し
、T

rainingsstunde 
（T

raining+s+Stunde 

時
間
）
の
よ
う
に
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
単
語
が
合
成
さ
れ
る
な
ど
、
生
産
性
が
高

い
こ
と
も
特
徴
と
い
え
る
。

　

英
語
は
国
際
共
通
語
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、
多
く
の
言
語
に
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
の
移
民
受
け
入
れ
国

で
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
以
下
ド
イ
ツ
）
で
は
、
英
語
以
外
の
言
語
が
ド
イ
ツ
語
に
浸
透
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。
二
〇
一
七
年

の
ド
イ
ツ
の
人
口
八
二
六
〇
万
人
の
う
ち
二
二
・
五
％
に
当
た
る
一
八
六
〇
万
人
が
移
民
の
背
景
を
も
つ（

（
（

。
東
方
植
民
の
先
祖
を
も
つ
ド
イ

ツ
系
帰
還
移
民
の
多
く
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
統
一
を
挟
ん
だ
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て

ド
イ
ツ
に
戻
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
労
働
者
募
集
協
定
が
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
と
の
間
で
締
結
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
入
国
し
た
。
中
で
も
ト
ル
コ
人
労
働
者
は
一
九
六
一
年
の
協
定

以
降
五
十
年
以
上
に
わ
た
り
ド
イ
ツ
人
と
接
触
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。現
在
で
は
ト
ル
コ
人
が
ド
イ
ツ
在
住
の
外
国
人
の
中
で
最
も
多
く
、

人
口
の
八
％（

（
（

を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、
ト
ル
コ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
諸
所
に
生
ま
れ
て
い
る
。
ト
ル
コ
人
の
話
す
ド
イ
ツ
語
は
、
民
族
方
言

（
エ
ス
ノ
レ
ク
ト
）
の
変
種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
冠
詞
が
省
か
れ
、
前
置
詞
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
ず
、
主
語
、
動
詞
、
目
的
語
の
み
か

ら
な
る
簡
単
な
文
構
造
が
多
く
、-ich [ɪç] 

が
舌
頂
音
化
し
て-isch [ɪʃ]

と
発
音
さ
れ
、
子
音
連
続
に
は
母
音
が
挿
入
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

現
代
ド
イ
ツ
語
の
他
言
語
か
ら
の
影
響

新
倉
真
矢
子
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ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の N

orbert D
ittm

ar 

教
授
は
、
ト
ル
コ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
セ
ル
ボ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
か
ら
の
外
来
語
が
ド
イ
ツ

語
に
多
く
流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
地
域
に
若
者
言
葉
の
発
音
や
語
彙
が
変
化
し
た
「
ド
イ
ツ
語
の
再
構
造
化
」
が
起
き
て
い
る
と

す
る（

（
（

。

　

ま
た
二
〇
一
五
年
か
ら
現
在
ま
で
ド
イ
ツ
は
一
六
〇
万
人
以
上（

（
（

も
の
難
民
が
ド
イ
ツ
に
流
入
し
た
。
二
〇
一
六
年
九
月
の
メ
ル
ケ
ル
首
相

に
よ
る
「
我
々
に
は
で
き
る
（W

ir schaffen das

）」
の
こ
と
ば
通
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
ド
イ
ツ
は
難
民
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
に

動
い
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
（6
ａ
条
（
項
に
『
政
治
的
に
迫
害
を
受
け
た
者
は
、
庇
護
権
を
享
有
す

る
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
難
民
の
流
入
に
不
満
を
持
つ
人
も
か
な
り
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
特
に
旧
東
ド
イ
ツ
地
域

で
は
人
種
差
別
の
感
情
が
根
強
く
、
反
移
民
で
排
他
的
な
Ａ
ｆ
Ｄ
（「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」）
が
二
〇
一
七
年
に
第
3
党
に
躍
進
し
、

連
邦
議
会
で
初
め
て
議
席
を
も
っ
た
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
率
い
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
（「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
」）
は
議
席
数
を
減
ら
し
、
連
立
政
権
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
「
難
民
危
機
」
は
い
ま
な
お
続
い
て
い
る
。
今
後
も
異
な
る
文
化
を
も
つ
人
々
と
日
常
的
に
接
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
た
め
、
難
民
の
こ
と
ば
が
ど
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
に
浸
透
す
る
か
は
、
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
難
民
認
定
者
と

一
般
ド
イ
ツ
市
民
と
の
間
の
会
話
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
語
彙
や
訛
り
の
あ
る
英
語
に
加
え
、
片
言
の
ド
イ
ツ
語
を
混
ぜ
た
、
当
座
の
接
触

言
語
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
ド
イ
ツ
語
は
日
常
語
と
文
章
語
が
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
初
心
者
に
は
複
雑
な
文
法
構
造
や
変

化
形
を
簡
略
化
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
語
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
特
記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
難
民
に
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
統
合
教
育
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
ド

イ
ツ
語
の
運
用
を
学
ぶ
「
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
」
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
法
秩
序
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
基
本
知
識
を
習
得
す
る
「
統
合
コ
ー

ス
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
と
ば
の
習
得
に
よ
る
意
思
疎
通
の
実
現
に
は
背
景
に
あ
る
知
識
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
長
年

に
わ
た
り
移
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
の
経
験
に
基
づ
い
た
帰
結
と
い
え
よ
う
。

（
ド
イ
ツ
語
音
声
学
・
音
韻
論
）

（
（
） https://w

w
w

.destatis.de/D
E/ZahlenFakten/GesellschaftStaat/Bevoelkerung/Bevoelkerungsstand/Bevoelkerungsstand.htm

l 

（
（
） http://w

w
w

.geistesw
issenschaften.fu-berlin.de/w

e04/institut/m
itarbeiter/nordit/Forschung/Expose_M

igrantendeutsch.pdf

［
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
ア
ク
セ
ス
］


